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北海道石狩浅田室知地区手岸北郡地域調査報告
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ReBort　on臨e　Geo亘ogical　Survey　of臨e　Northem真rea　of　Himg嚢曲量，

　　　　　　　　Sorac琵iDistrict，18h萱隔r茸CoalFidd

by

Teruo　Kolima

　　　The　gurvey　has　been　conducted　in　summer　of　1952．　The　area　surveyed　is　about

フsquare　kilometers　in　northwest　of　the　Ashibetsu吋mac五i，Sorachi－gun，Hokkaido．

　　　The　area　is　composed　mainly　of　the　upPer　half　of　the　Ishikari　group　and　the

Poronai　formation，and　the　Takikawa　formation，伍e　former　two　being　Paleogene．in　age，

while　the玉atter　Neogene．The　Ishikari　group　and　the：Poronai　fGrmation　are　successi．

vely・superposed　i阜ascending　order　trending　about　N－S．　亙n　addition，the　Takikawa　for．

mation　covers　horizonta11y施ose　formations　in　the　血orthern　bo：rder　of　the　area。　The

total　thickness　of　the　Ishikari　group　in　the　area　is1，150mξ）ters，an（i　the　observ哉b星e　thick－

ness　of　the　Poronai　formation，upper　part　of　which　is　cut　off　by　a　fault，on至y130meters．

The　strat三graphical　relation　between施e　Ishikari　group　and　the　Poronai　formation　in　the

I曲ikari　coal　field　is　recognized　to　be　unconformable，but　that、between　the　Ashibetsu　an（1

the　Poronai　formations　in　the　area　was　not　observed．

　　　The　principal　coarmeasures　are　contailled　in　the・ら曲ibetsu　and　the　Hiragishi　forma－

tions，ten　workable　coal　seams　being　in　the　former　while　several　in　the　latter．　They　are

variable　in　thickness．　The　workable　thickness　of　each　seam　is　about　l　meter　on　the

average．The　seam　is費neiy　altemated　with　br量ght　coal　and　dull　coa1．It　is　ric趾genera至ly

in　ash　content　and　belongs　to　the　sub－bituminous　coal（D　class　in　J。1．S．）。

　　　The　theoretical　reserve　of　the　workable　coal　to　the　level600meters　under　the

drainage　are　about15フ000，GOO　tons，of　whicn7，400，000tons　are　proved・

　　　丁血ere　are　now　four　worki益g　mines　in　this　area．However，each　m恥e　is　small　iぬ

scale，andjs　mostly　worked　above　the　drainage　leve1．　The　daily　output　in　the　whole　area

is20tons　or　so．

　　　The　writer　would　Iike　to　suggest　the　more　mechanization　of　the　mine　e（luip皿e亭ts

andals・t・graspexacゼ・ccurrence・fthec・alseams・ndetailedge・1・言ica1皿ap，

要　　旨

　1）調査地械は北海道空知郡芦別町の北西端にあた

り，赤平町との境である大谷沢を西縁とする空知川以北

の東西約2km，南北約3．5km匠わたる範囲である。

　2）　この調査は石狩炭田北東周辺部調査計画の一環と

して，層序・構造特に來炭層の状況を明らかにすること

を目的とし，昭和27年8月1日から9月18日にわたつ

て縮尺1万分の1実測地形図に基いて実施した。

　3）本地域に発達する地層には石狩層郡の赤平層から

芦別層までの地層（約1，150m）と幌内層（130m→一）およ

びこれらを傾斜不整合に覆う滝川層とがある。滝川層を

＊元斯員

除く他の地層は大体において北微西一南微束の走向を示

し，東に』平均700傾斜しているが，これらと僅かに斜走

する平岸断層（逆断層）によつて高根層から上位の地層が

谷の東側に繰返され，芦別層が幌内層の上に見掛け上の

っている、）

　芦別層と幌内層との関係は，本地域内では一応整合の

ように観察され，不整合を示す積極的資料を得られな

い0

　4）炭層は本地域の石狩層群のどの地層中にも挾有さ

れるが，稼行可能な炭層を挾むのは芦別・平岸両層であ

る。特に前者は主要な來炭層で，その中に約10枚の炭

層を挾有しており，後者にも数層賦存しているが，とも

に膨縮f・分岐がはなはだしく，可採炭丈としては各層》・
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ずれも平均1m位である。

5）・炭質も重たその変化がかなり著しい。日本工業規

格石炭分類（∫IS　M1002）のD級（一部E級）に属する亜

歴青炭で，家庭用燃料炭に適する。代表的試料（坑内）の

分析結果は次表のようである。

るものである。

2．位置・交通

本地域はイルムケップ火山の南麓丘陵地帯の一部で，

大谷沢を西縁とし，空知川を南縁とする東西約2km，

石狩炭田空知地区平岸北部地械の代表的試料の石炭分析結果

分析試料 剛酬轡撃発欝全勢耀難　灰の色　　騰分

芦　　別　　層
4番層神社沢（坑内）

平　　岸　　層
f炭層準下層右1の沢

7．34

5．23

、。．、、138．97

　　1
37．99　26．26

　　1

43．5816，467、．。3

30．52

7，912 燈

4，2550．30！．7，918濃褐（赤〉

6）緋水準下600mまでの理論可採炭量は約1，480

万tで，そのうち確定は730万tである。

7）現在本地域内における炭層は三井鉱山福住坑・芦

別産業平岸鉱業所・空知芦別炭砿および大和鉱業の4炭

砿によって稼行されている。各炭砿とも露頭からの水平

坑道による採掘で，その規模はいずれも小さく，排水準ド

上の採炭にとどまつている。また過去においても排水準

せいぜい50m程度のもので，本格的採炭は行われなか

つたようである。

8）今後本地域の採掘はその進展とともに当然深部に

およぶことが予想されるので，設備の機械化を充実する

必要がある。また計画的に開発するには，炭層の賦存状

況からみて実測により少なくとも5，0CO分の1以上の縮

尺による詳細な地形図を作成し，これに基いて炭層の局

部的な消長を確実に把握することがまず必要である。

　なお平岸・亀田両断層面下，および滝川層下に伏在す
一
る
炭
層 を探炭し，確認する必要がある。

非粘結

弱一非

1．47

1．59

D

D

南北約3．5kmのや』南北に細長い短形をなす範囲（面

積約7km2）で1芦別市街地の北西約7kmにあたる。

地域の大部分は芦別町に含葦れるが，一部赤平町に属す

る。

調査地域内の道路は，大谷沢や地域の中央を北東から

午
　　　　　　　￥
　　　　　　　コ　　　ー　　　　＼　　．　　　」
　　　　　　　　し

第1図位置図

玉。緒　言

本調査は昭和22年度から実施している石狩炭田北東

周辺部調査の一環で，地域内の層序・構造特に爽炭層の

状況を明らかにするどとを目的とLたもので，昭和27年

6月13日から9月18日までの98日の期間に行われた。

地形測量は測図課長岡東洋男技官が6月13日から7月

22日までの40日間（実動30日）に縮尺1万分の1で実

測し，地質調査は小島が8月1日から9月18目まで49

目間（実動30日）・行つたものである。化学課永田松三技

官は本地域の石炭の分析を担当し，炭質に関する所見を

寄せられ，植物化石の同定には石炭課棚井敏雅技官が当

り，また動物化石に対しては地質蔀水野篤行技官（当時

東京大学）をわずらわした。こ』に特に深謝する次第で

ある。最後に本調査に当り種々御便宜を与えられた三井

鉱山芦別鉱業所の堤正俊・，近藤寿両氏に対し深く感謝す

南西に流れる神社沢浴いにトラックを通ずる道路が発達

するほか，南縁部には空知川の北岸沿いに芦別から赤間

域（本地域西隣）を経て赤平に至るトラック道路が東西

に通じている。

、国鉄根室本線および滝川一富良野間の国道が空知川の

南岸にほ蹄これと平行して東西に走つている。’本地域の

最寄り駅である平岸は，地域の南東端から空知川を隔て

て約300m南方にあるので，鉄道沿線から本地域に到

るには空知川を渡る必要があるが，目下本地域の南東隅

に小型自動車をかろうじて通ずる程度の木製の吊橋があ

るのみで，目下のところ運搬・交通の便は良好とはい二

がたいQ

3．置一般地形

3．地　 形
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　調査地域の西縁を流れる大谷沢はイルムケップ火山に

一その源を発し，2条の平行したほとんど直線状の流路で

南下し，1つは右沢（あるいは右股）とな？て地域の中央

部から，ほかは左沢（または左股）となつて北西隅から地

・域内に流れ入り，中央部のやX西寄りで両者は合流して

いる。その下流はいくらか蛇行しているが，おXむね西

・縁に沿つて南流し，あたかもY字型をなしている。

　この大谷沢はわレムケヅプ火山を刻む侵蝕谷のうちで

は赤間沢につぐ大きなもので，流路約13kmにおよん

でいるが，川幅は本地域内で約5～8mで，水量は比較

的少ない。左沢および右沢には本地域内だけでも20数

本の枝沢がある。

　このほか本地域の北東隅に端を発して南西に流れる神

祉沢があるが，延長2．5kmの小沢である。

　これらの水系に．よつて開析されている山地は，比高

『150m以下（標高250m以内）の丘陵性山地で，山頂ま

で農耕地として開拓されているところもある。また本地

・域の南縁部すなわち空知川北岸一帯には平均5GOm幅

の段丘平野が発達Lている。

　3．2　爽炭層と地形との関係

　本地域の來炭層は東に700内外で急傾斜し，本地域の

中央部を北北西一南南東方向の帯状に分布している。し

たがつて，目下稼行中の炭砿も北西端から須貝鉱業・空

一知芦別炭砿・三井鉱山福住坑・芦別産業平岸鉱業所など

が大谷沢・神社沢を横切つてほ黛直線上に並んでいる。

　大谷沢の左沢と右沢の両側には小規模ながら段丘（幅

ユ00m）が発達しているので，作業上やx有利であるが，

神社沢方面の小沢では平地が狭く，坑口や捨場などの選

・定にも困難のようである。

　各炭砿とも坑口附近まで一応トラック運搬路を敷設し

ているが，大谷沢も神社沢もともに蛇行している部分が

多いので，いずれも10数ヵ所に橋が架かり交通を妨げ

ている。また既述のように，空矢口川の橋が吊橋であるた

め，平岸駈まで搬出するには馬車積（0．7t）にせざるを

．えない。　　　　　　　　一

4．地　質

4．1概説
調査地域は空地炭田のほ怠中央に位し，その大部が空

知大背斜構造の東翼の肩部にあたる。この背斜構造は北

に向つて僅かに沈降しているので，傾斜はお』むね東傾

斜でその角度は70。内外を示す。本地域の層序は第1表

の通りである。

調査地域の西縁部には大谷沢にほ黛平走する大谷断層

によつ七，局部的に赤平層の“かき・しじみ”貝化石

帯と中部泥岩帯および上部來炭帯とが接し，東部には南

第1表石狩炭田空知地区平岸北部層序表

　第四系…・…・…・沖積層　0～10m

　新第三系一・・…・一滝川層　90m＋

　幌内層……。●●9”●”80m＋

嘉∫∫難：：：：撒

素磯購』：臨

北性の平岸断層と福住断層とがあつて，高根層から上位

の地層が繰り返されている。しかし全体的には東傾斜の

単斜構造で，東隣の常磐地域の芦別向斜に連なつている。・

本地域に発達する石狩層群の各層はいずれも炭層を挾

有しており，全般に優陸性の沿岸堆積相ないし瀕海相を

1示し，岩ホ目の変化がはげしい。

幌内層は大谷沢の東方山陵に近く僅かに発達する。本

層は含有化石や層序・岩相上から夕張地区の幌内層に酷

似している。

滝川層は本地域の北縁部から北東隅に分布し，お」む

ね標高200m以上の高さにほ黛水平に発達Lて，古第

三系を不整合に覆っている。

4．2地層各説
4．2．置　石狩層群

4．2．1．1　赤平層

本層は調査地域の南西部すなわち大谷沢の合流点附近

から神社沢の入口にわたって分布し，空知川北岸には特

によく露出している。

本層は通常下位から下部泥岩帯，かき・Lじみ貝化石

帯，中部泥岩帯，上部爽炭帯の3部層に分けられる厚さ、　　．

700m以．上の厚題であるが，本地域においては大谷沢断，

層によって下部が切られ，下部泥岩帯はその一部が露出

しているにすぎない。

かき・しじみ貝化石帯：本部層は一般に帯緑青灰色

を呈し，小さな凹凸のある特異な風化面を示している・

灘泥岩を主とし，微粒砂岩を従とする細互層で，縞状灘

泥岩ともいえる地層を主体としているが，その間に厚さ

50cm以下の砂岩の薄層が約6層挾有されている。これ

らの砂岩は全体とLて紬粒であるが，その粒度はかなり

不揃いで，中粒ないし粗粒に変化し，色調も互層部にく

らべて淡青灰色から淡灰色に変つている。な挙これら

の砂岩層にはほとんど例外なくCo必蜘～α召徽如♂o舷一

d厩（YOKOYAMA）やCoグ玩oz6めsp，などの“し、じみ’，

貝化石を地層面に沿つて多数包蔵している。かき（0蕗

泥4sp．）化石も密集した層をなして，あたかも掃き寄せ

状に帯緑青灰色の泌泥と混在している。このような密集

帯は下部に2帯と比較的上部に1帯あるが，下部のもの

は最厚5mに達している。
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　　，差蕊石

本部層は空知川の北岸において約450mの厚さがあ

るが，本地域の平均は350m程度であろう。

中部泥岩帯：　本部層は，当地方においては暗灰色の

泥岩を主とし，一部游泥岩を挾む100m前後の地層で

ある。この泥岩中からは海稜貝化石や泥灰岩の球状団塊

を産出するので，本部層は従来石狩層群中でも有力な示

準層の1っとみなされている。しかしながら本調査地域

においてはそg露出状況が非常に悪く，また大谷沢の川　一

底でyo娩αらしい二枚貝化石の破片1個を採取したに

すぎず，泥灰岩の団球も見当らなかつた。溝泥岩には植’

物化石の細片を多少含むものがある。

上部爽炭帯：本部層は上記のかき・しじみ貝化石帯

と同様に特有な岩相をなし，微粒砂岩と游泥岩との細互

層で，上部に厚さ10m内外の中粒な喝・L粗粒の塊状砂

岩をレンズ状に2～3層挾有している。本部層中にはお

Xむね7層準に炭層を挾んでいる。いずれも50cm’以

下の薄層であるが比較的連続性があり，炭質も良好で粘

結性を示す。空知川の川岸附近には盗炭の跡が多い。

本部層は北方にしだいに薄くなる傾向があり，空知川

の北岸で最も厚く約450mあるが，左沢では25Gmに

変化している。

4．2．1．2高根層

本層は調査地域の北西隅から南縁中央部にかけて帯状

に発達するほか，平岸断層によつていつたん切られ，転

位Lて地域の南東隅にふたNび露出する。

本層は帯緑暗灰色の微粒から粗粒にわたる砂岩と，暗

灰色泥岩ないし游泥岩との互層で，450mの厚さがあ

る。砂岩はやΣ緑色あるいは青色を帯び，一般に泥灰質

で塊状をなすが，一部に板状を示すところがある。こ、れ

らの砂岩層のうちで，10m以上の厚さのものは大体に

おいて中粒から粗粒で，とぎに礫質となゴる。また不規則

な形の薄い炭層や植物化石片を含み，偽層が発達し，含

菱鉄鉱（？）泥灰岩の団球を含有するなどの特徴がある・

特に本層最上部の砂岩層は平均30数mの厚さがあつ

て，調査全域にわたつて連続し，よい示準層となつてい

る。

　1948年に松井寛謙）からは本地域西隣の赤聞沢・大谷

沢区域の調査のさい，上記の砂岩層に該当する砂岩層を

特に鍵層として地質図上で区別し，これを赤平層の最上

部においたが，大谷沢以東に発達しているものは，むL

ろ高根層最上部とした方が妥当と思われる。

　また本地域の南方延長部にあたる高根地域で三田正一

と筆者が高根爽炭層としたものは，大体において本調査

地域の高根層にあたるものとLてさしつかえないと考え

る。すなわち高根來炭層の上位に整合に重なる熊の沢爽

註1）本所石炭課員松井魔・一杉武治。逆溜川滴丸
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第2表石狩炭田空知地区における平岸層

　　　　と高根層との関係層序表

訟井一杉逆瀬川
匹

1小 島 三田・小島

翻区域
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　　耀200
塁
岸
層

　　，耀
320

　能
　ノ！’、

一の
下沢
部來
來炭

三1炭層
　・　　響　　　，　　一
’1軒」，・・嘲噸 層

）

尚

亦
　　耀450

台　　’

同
根

根 　　耀350 來

卒 炭

　　耀．550ナ
層 属

！目

層

亦 赤

　κ700チ
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今
口

化

層 石
一
層

炭層の最下部に，2ん3層の稼行炭層が発達しているが，

この上盤をなして著しく緑色を帯びた厚い含礫砂岩層が

存在する。おそらくこの砂岩層は上記高根層最上部のも

のの延長であろう（第2表）。

　調査地域内には上記の砂岩層のほかにこれと似たもの

が2～3層あるが，最上部のものほどの連続性はない。

　4．2．1．3平岸層

　本層は調査地域の北西隅から南東隅にかけて帯状に分

布するほか，平岸：断層によつて東辺中央からや』南寄り

に繰り返して発達し，その厚さは200～250mである。

高根層と芦別層との漸移帯的な岩相を示し，帯緑青灰色

，または淡灰色の細粒ないし中粒砂岩と，暗灰色泥岩およ

び縞状泓泥岩との互層であるも

　調査地域内からは化石は採取できなかったが，東に隣

接Lている常磐地域の空知川北岸や班漢擁内川流域で，

本層にあた為地層中からCo砺‘痂sp．が発見されてい

る。したがつて本層は赤平層につぐ瀕海堆積層で，いわ1

ゆる従来の上部蜆貝層とよばれたものに相当するが，赤

平層に比べればより優陸性である。芦別層と同様岩相の’

変化がきわめて著しい。炭層ははなはだしく膨縮・分岐

し，連続性がない。しかL局部的に良好な炭層となるの

で，北西隅で須貝鉱業が下位の炭層群を稼行し，南東隅

では芦別産業が上層群のものを小規模に採掘中である。

　4．2．1．4芦別層

　本層は調査地域の主要來炭層で，大谷沢の右沢上流部・

から神社沢にかけて分布するほか，その一部は平岸断層

によつて神社沢上流流球や地域車辺の丘陵に反復露出一

し，おNむね調査地域の東半部を占めて広範囲に発達し・

ているQ

　本層は優白色の砂岩・を主とし，暗灰色の泥岩や游泥岩』

を従とする互層で屡厚約450mである。砂岩は本層の

上半部に多く，淡灰色ないし黄灰色で，粒度は粗粒で昂

るが，高根層の砂岩のように分級淘汰はよくない。一般

に塊状で風化面は不規則な凹凸面を呈する。いずれも堅

硬な厚い層が多いので，曲流部や合流点に露出してい

る。これら砂岩層は処によつて赤平層や高根層・平岸層

などの下位層中の砂岩層に外観が酷似しているので，局

部的観察ではそのいずれとも区別しがたいほどである。

　本層と平岸層との境を劃することは岩相上困難である

が，一応最下位の可採炭層の下位にある砂岩層の下限をF

もつて境界とLた。他方，本層は幌内層に覆われている

が，両者の関係については後述する。

　4．2．2幌内層

　本層は暗灰色ないし帯青暗灰色の溝泥岩からなり，一、

般に硬い。露頭では細かく砕け，割れ1目は多くの場合鉄

錆様に汚染されて，幌内層特有の露出面を示している。

　本層は右沢東側の丘陵地帯に最大約100mの幅員で，

延長約1．7kmにわたってNNW’｝SSEに帯状に分布

しているが，その東側を平岸断層（西傾斜）によつて切ら

．れるため，右沢の1支流で絞めく二られたようになり，

あたかも2枚の凸レyズを南北にならべた形に露出す

る。なお本層の南限は平岸断層で切られているため，神

社沢以南には分布しない。

　本層中には炭層は認められないが，游泥岩には植物化

石の細片を含むものがある。また本地域の北縁部に近い・

右沢の1支流（大十五沢）に露出する瀕泥岩（基底の海緑一

石密集帯から約80m上位）から嫡，下のような海極貝』

化石を採取することができた。

　SoJ6卿ツα♂o々躍248痂YOKOYAMA

　伽認ε据彪sp．nov．

　Poグ躍召π4毎∫h翅oo勉」和g・卿Js　（STORES）

　P．ど昭づθn薦s　（YOKO『YAMA）．

　P．ω召短s切　（KANEHARA）

　yo∫痂αsαg痂o短α　（YOKOYAMA）

　cfr．PぢZ伽o初α2）蕗魏勉卿吻sα彪初6郷」50TUKA

　C！雰200召グづ伽郷sp．

　cfr．Z）os翻α加彫hθ7αJ　YOKOYAMA

　Tα勿3θ之oθ郷Js　YOKOYAIM：A

　Cη飾鰐βPsp．

　　属種不明の巻貝化石
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第3図　石狩炭田空知地区李岸北地域地質柱駄図

　次に本層と芦別層との関係について述べる。本地域内

では右沢の東支流の5ヵ所と神社沢の北の小沢の1ヵ所

で両者の関係を観察でぎる。いずれの場合も芦別層の最

上部砂岩と幌内層の游泥岩が接し，その部位は例外なく

海緑石粒を含む。この海緑石粒は下位の砂岩中にも点在

するが，普通は游泥岩との境界附近に1・）2cmの厚さ

をなして密集する。処によつて泥灰質な泥岩の薄層（厚

さ20cm）が挾まれ，この中に海緑石粒が密集している

場合もある。また海緑石が含まれている泥岩は砂質のこ

ともあれば，礫質のこともあつて一定しない。この境か

ら上位の岩相は通常幌内層にみられる灘泥岩で，お玉よ

そ10m附近までの間は海緑石が点在しているのが認め　　　1

られる。海緑石は緑色ないし濃緑色で，不規則な球状を　・

なし，けし粒大から大豆大位の大きさであるが，ごま粒

大のものが最も多い。

　他方，この海緑石帯と下位砂岩層との関係は，一見整

合的で，芦別層最上部の粗粒砂岩がしだいに中粒から細

粒となり，海緑石帯に近くなると粒度が乱れて粗粒の部

分を混え，とぎに雲母を多量に含む砂岩に移化するのが

認められる。そして粒度がしだいに細かくなつて灘泥岩

に漸移するのであるが，この境が海緑石帯の賦存する層

準にあたつている。この淘汰の悪い砂岩層から海緑石帯

までの間隔は通常20cmないし1．O　mである。

　芦別層最上位の幌層である憩番層はこの海緑石帯の

約数m下位にある。本地域の南東約11kmにあたる

上芦別附近でも明治鉱業上芦別鉱業所の坑内資料や同鉱

業所周縁の試錐資料によると，同地域の海緑石密集帯の

下位約1m附近には必ず炭層が伴なつているが，しか

しこの炭層が平岸地域の10番層に相当するものかどう

かは目下のところ確言できない。同坑内における幌内層

と芦別層との関係はきわめて微妙で，海緑石密集帯の上

下盤はともに同様な泥岩からなり，しかもこれらの間に

は不整合らしいものを認めがたいように思われる。

　　　　　　海緑石粒ぱ微」細粒砂岩層中に点在する

砂岩は媒交りぞ石楽は一般に珪質岩を圭どするが泥岩條毛含む

砂岩の上干盤は外観が全く同様な暗灰色の泥岩ぐある

第4図　明治鉱業一L芦別鉱業所坑内に畑ける幌内履と

　　芦別暦との関係見取図

　従来，芦別層と幌内層との関係は多くの層序学者によ

って平行不整合ないし微斜走不整合とみなされているが

本地域内だけの観察ではこれを肯定するには充分な資料
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が得られなかつた。

　4．2．3新第三系（滝川層）

　本層は調査地域の北限に分布し，僅かに北東方に傾斜

しているが，おNむね水平層で，標高180’）200m以上

に発達する。大体同一等高線に沿つて左沢と右沢との間

の丘陵（標高220m）および北東辺の丘陵頂部（標高230

～250m）を占めて分布している。一般に泥質で軟弱で

ある。主として未凝固の礫・砂・粘土層でそれらは互に

混在しまた漸移している。

　古第三系との関係は軟かい粘土層が最下部にある場合

は両者の接触部の露出はほとんどないが，直接礫層ある

いは泥質砂層がのるときには，不整合面の直下の地層は

45。くらいにまげられて緩くなつている。本層の最下部

には処によつて1m内外の凝灰質粘土層または含浮石

砂層が存在する場合があり，これらの直上には亜炭木質

片を含んでいる。

　4。2．4第四系

　空知川の両岸に広く発達している段丘は厚さ2～5m

の砂礫層からなり，現在豊沃な田畑が開耕されている。

このほか大谷沢にも若干の段丘が残存する。下流流域で

約150m，上流で100m幅があり・炭砿操業ギの諸作

業上充分である。

　4．3地質構造
　本地域の古第三系は一般に北微西一南微東の走向をも

つて東方に70Qに傾斜しているが，これと僅かに斜走す

る平岸断層によつて高根來炭層から上の地層がさらにそ

の東側に．露出している。

　4．3．至惚曲

　調査地域は空知大背斜構造の東翼（肩部）にあたり，東

方に平均700に傾斜する単斜構造をなしているが，ほか
匠局部的な摺曲が2，3みられる。これらの摺曲はいずれ

も北方に大ぎく開いた半向斜構造とその東につづく南に

沈む背斜構造との結合である。本地域南東の芦別産業本

坑区域（右三ノ沢）の5番層は，その坑口附近で直角に曲

げられてほ匿東西の走向となるが，沢の南ではまた南北

方向の走向となつており，これが本地域における摺曲の

模式的形態であろう。

　左沢の中流附近で高根層も東西の走向を示すが，走

向，延長に僅か150mでもとに復し，ほ哺北の走向

を示しており，小規模な地層のうねり（波）とみられる。

　なお本地域の北端を占める右沢上流部の芦別層（平岸

断層の東側）は走向N450E，傾斜尊W450を示し，北

東方（区域外）を滝川層が被つているので明らかでない。

また南東隅で2，3の局部的な摺曲が認められるが，これ

らはそれぞれ西側を平岸・福住断層で切られているので，

上記の階段状摺曲を形成したカがその極限において断暦

を生ぜしめたものと思われる。

　4．3．2断層

既述したように本地域の榴曲系は，一般的にほ愛東西

方向からの圧力によつたものと解釈され，本地域に発達

する断層もすべてこれに関係あるものと考えられる。す

なわち芦別層の主要來炭部（下半部）は本地域東部を走る

ほ黛南北方向の平岸断層（正断層）や亀田断層（逆断層）

および福住断層によつて大きくずれて神社沢上流に転位

し，あたかも幌内層の上位に分布するかのように繰り返

されているが，これは前途の地層のうねりが過惚曲され，

その極限において断層によつて重復Lたものであろう。

　平岸断層：　この断層は本地域の開発上もつとも重要

な断層である。地域の北東部をN200Wの方向に通り，

ほとんど地層の走向と平行して走るが，右沢と神杜沢間

の分水嶺附近からしだいに南北に曲がるので，まず幌内

層を切り，つづいて芦別層を斜めに切り，空知川北岸ま

での間で主要炭層をことごとく切断してしまう。

　本断層は地表においては直接観察できなかつたが，地

形上推定される断層で，西に約500に傾斜する正断層と

みなされ，南部での層間落差は約350mと推測される。

地域南部の神社沢の中流附近で，かつて芦別層の一部を

豊田炭砿が稼行していたが，当時の資料はほとんどなく

坑内状況も不詳である。伝え聞くところによれば，同炭砿

坑内において，平岸断層の脚と思われるものに逢着して

おり，その断層面は西に47～480傾斜していたという。・

　本断層は上述のように見掛け上西側落ちの正断層とみ

なされるが断層の東側は芦別層に接し，相対的にいつて

東側が北にかなり水平移動していると認められる。

　なお平岸断層は空知川を越えて南方高根地域まで延び

ると同時に北方にも延長していると、思われるが，本地域

外ですく櫨川層によつて覆われてしまう。

　福住断層：　平岸断層の東側をこれと平行して南北に

走る断層で，数本の断層からなつている。断層面は神祉

沢南東の小沢（神八ツ沢）と現在芦別産業西坑が新たに開

坑した坑内および地域南東部の右一の沢で観察される。

東に50～700の傾斜を示すが，南ほど急傾斜である。

　本断層の東側の地層は，断層をはなれるにしたがつて

その走向が北西一南東からしだいに東西に近くなり，傾

斜も北東ないし北に400位に緩くなり，さらに調査地域

外東方約500mの亀田沢では200以内になりしだいに

背斜構造にうつつている。この断層に接する附近では地

層の一部が西に傾斜して小背斜をつくつているが，これ

は東側が西側に対して北方に移動したためであろう。

そしてこの断層はもともと東側が衝上した逆断層であつ

たものが，さらに東西性の小断層によつて北東部がふた

・玉び動いたものと考えられるので，本断層の北部は見掛
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、け上東側落ちの正断層とみなされよう。

　南部における断層の層間落差は約100mと推測され

るQ

　亀田断層：　この断層は推定断層で，本地域の北束縁

を走る走向逆断層と思われる。その東側にあたる右沢支　躍

・響欝鞍灘1馨聾
準をきめることは今のところ困難である。神社沢の目下

三井鉱山福住坑で稼行中の6層群の下位の3番暫から5

『番層あたりと考えられるので，この間に北東側がふた玉

び繰り返す断層（亀田断層）が推定され，その層間落差は

この附近で600m＋と推測される。なお本地域の東隣

接区域の亀田沢区域外で，芦別産業が稼行中の本坑にお

いてN600W方向の断層によつて現在稼行している炭
層が切られているとのことであるが，調査当時はその断

層面は観察することがでぎなかつた♂この断層が調査地

域の亀田断層の南の延長にあたるものかどうかは目下の

　　　　　　　　　いずれにしても亀田沢の中央部を
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　1番層：　芦別層最下位の稼行可能な炭層で，厚さと

炭質の点で本地域の芦別層中もつとも安定しているが，

全体としての傾向は神社沢以南で発達がLだいに悪く稼

行に堪えないようになる。この傾向は芦別層2・3・4番層

にも同様に見られるところで，平岸断層以東の区域では

1番層はお～むね炭質頁岩層に移化し，炭丈も50～60

cmの薄層にかわつてしまう。

　しかしながら神社沢以北では，北西隅で滝川層に覆わ

れるまでの約2．3kmにわたる間は，変化も少く炭質も

良好で，特に右沢流域では厚さ70cmの來みなレの塊

炭層（ほとんど輝炭部のみ）である。傾斜は一般に700E

であるが，左沢方面ではいくぶん緩くなつて45～600を

・示しているo

　本層は右沢・左沢間の分水嶺附近において，若干採掘

された跡が見られるほか，右沢流域で2～3の露頭を盗

炭した程度で大部分は未採掘のま玉である。

　本層の傾斜方向に対する期待は，やはり、南東部は望み、

うすいとともに平岸断層によつて建か排水準下50m程

度で切断される。発達良好な右沢流域以北でほ平岸断層

がかなり東方にへだたっているので，本層の深度は海水

準下300m（斜距離約500m）までは期待される。

　2番層：　1番層とともに芦別層最下位の炭層群に入

るもので，1番層の18～20m上にある。その発達状態

は下位の1番層に酷似し，右沢流域で平均1mの可採

炭丈を有し，主要な稼行炭層である。

　本層もおXむね南方に次第に劣勢化し，神社沢南岸

附近では3～4層に分岐しているらLい。さらに北西隅

では本炭層部は3層に分かれ，かつて採掘した跡があ’

る。

　3番層；　2番層の上位約50mを隔てて第2の主要

炭層群（3番層・4番層・4番下層）がある。

　3番層は神社沢流域で目下芦別産業によつて採掘され

、ている。現在同坑内においてみられるのは下半部の1㎎

内外で，上部はすでに豊田炭砿時代（大正7年～昭和18

年）に採炭ずみで，大部分は崩壊し一部充填してある。

　本層の全貌をうかがえるのは三井鉱山福住坑の旧坑

　（第5図3～10）1ヵ所で，こNでは1山丈2．7m，炭丈

1。7mあつたが，もつとも膨大したところであろう。

　本層は．また本域北部で大正年間に豊田炭砿によつて稼

行され，右沢の北岸2ヵ所に旧坑が認められる。芦別産

業の話を綜含すると，本層はお～むね排水準下20～30

照まではすでに採掘済みのようである。

　平岸断層の東側では断層が多く露出も悪いので本層の

賦存）閃態はほつきりしない。なお亀田断層の東側に発達

している山丈2mにおよぶ可採炭層を一応本層に対比

したが確かなものではない。

　4番層：本層ば平均2。5m最大5m，に：および3番

層の20～30m上位にあつてよい鍵層である。

本層は炭質頁岩または暗炭で代表され，ところによつ

ては泥岩等を主体とし，そゐ中に良好な輝炭をレyズ状

（厚さ1～5m）に挾む細互層であるが，部分的に稼行さ

れている。

　平岸断層以西の神社沢流域特にその南岸区域には比較

的炭質が良好で・目下芦別産業平岸鉱業所そ採殊中であ

る。同坑内ではその厚さが約2mで，さらにその下位

約7mには厚さ50cm内外の良質の塊炭層を伴なつて

いる。同炭砿では調査当時この炭層をも稼行中であつた

ので局部的な薄層ではあるがこれを4番下層と名づける・

ことにした。

　平岸断層以東の神社沢の上流部においては，4番層は

山丈7m近くに膨大することもあるが，可採部分は少

ないら

　なお地域北部の右沢流域では，本層は平均3。5mの

山丈で炭丈は僅かに60～70cmにすぎないが，一部はか・．

つて採掘されたらしく右沢西岸に旧坑が見受けられた。

この附近の4番層の上盤には厚さ8阻以上の帯黄灰白、

色の粗粒砂岩が直接のつている。

　5番層：　本層は本地域内の主要稼行炭層の一つで，

過去においても盛んに採掘されたらしい。神社沢流域に

最もよく発達し山丈も最厚5mに達しているが，変化

がはげしく，上部に近く1m位の採掘炭丈をもつてい

る。大谷沢方面の本層は薄く山丈1m（炭丈70～80cm）

になるが，上盤寄りにやはり良好な塊炭部がある。

　本層の上盤は暗灰色ないし黒色湧泥岩で縞状をなす場

合が多い。下盤は淡灰色の泥岩あるいは微粒砂岩で，処

によつて炭質物の破片を含む。

　本層の賦存深度は平岸断層まで，右沢流域で海水準下『

約100m（斜距灘260（・270m）あるが，神社沢方面の平・

岸断層に近い処では排水準下煙か30～40mまでしか期

待されない。

　また本層は平岸漸層は東側で炭質がわるく’なり厚さも

1m足らずの薄層に変化するが，福住断層を境としてふ

たΣび山丈2m（炭丈90cm）近くになる。さらに亀田

断層の東側では本層に対比される炭層は厚さ大体21m

のものであるが，1～10cmのレンズ状の輝炭と炭質頁

岩および泥岩の細互層で稼行価値は著しく低下すると思

われる。

　なお本層の15～20m上位にはどこでも厚さ1．5m

程度の炭層があり，処によつて稼行炭層（5番上層と仮

称）となる。右沢流域でかつて武田炭砿がこれをかなり

採掘した形跡がある。また亀田断層の東側でも局部的に

発達のよい部分が見られる。
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　6番層：　本層は芦別層中の炭層の代表的特徴をそな

えた炭層で，ぎわめて変化にとみ，平均山丈3～4mで

最大7mに膨大する。その大部分は炭質頁岩と暗灰色

泥岩を主とする細互層で，可採炭丈が1血以上ある処

は稀である。しかし炭相の変化がはげしいのと，どの部

分にもレyズ状に良質の厚さ2～5cmの炭層を挾むの

で，1本域では主要炭層となつている。

　本層の上盤は厚さ20癒以上もあるレソズ状の粗粒砂

』岩ゐ処もあるが，一般には暗灰色の湧泥岩が多い。下盤

は灰色灌泥岩でほとんどすべて植物片を含んでいる。

　．本層は本域全般にわたつてよく連続して発達し，特に

平岸・福住両断層間に挾まれた神社沢の上流では良好と

なる。目下三井鉱山福住坑で小規模に稼行している。同

、坑内における石炭は露頭部のものと比較Lで，非常に良

質で，可採炭丈も2m以上である。

　本層の深度は平岸断層によつて切断される』ため平均し

て海水準下90m（斜距離にして250・n）までしか期待さ

れなヤ・。平岸断層の東側の本層については，そのふけ先

1部に東傾斜の走向断層と考えられる亀田断層（逆断層）が

走るため予想が困難である。すなわち東縁部は隣接地域

の地質構造から推Lて，深くなるにっれて傾斜は緩くな

るものと思われるので，亀田断層によつて炭層の傾斜方

拘の延長は制限される。したがつてこの区域の開発には

　この逆断層下の探査を目的とする試錐が望ましい。なお

右沢流域の本層上17・｝18mの処に0．7～L2mの厚さ

　の炭層が1枚ある。また本域中央部の右沢東岸から神社

　沢にかけて6番層の約30m上位に2．5～3mの炭層が

発達する。さらに神社沢の上流でも6番層上15～25m

附近に局部的な厚さではあるが1．5～3．5mの炭層が

　（とぎに7．5mに膨大）ある。いずれも6番層と酷似し，

炭質頁岩を主とする2m以下の石炭部を挾む互層で稼

　行の対象にはならないが，本域北部で武田炭砿時代（大

　正年間）若干採炭されたらしい。これらはすべて同一炭

　層で》るかどうかわからないが，一応6番上層とした。

　以上5番層・5番上層・6番層・6番上層を1炭層群

　，として考えると，ほ虻芦別層の中央部をしめ，既述した

　1・2番層，3・4番層の炭層群と同様に，層聞距離が処

　によつて相近接し，平均70～100mを示す。Lかも上

　記炭層のほかにも1～2層の炭層を蜘え集約的操業に有

　効な条件をそなえた炭屡群を形成している。

　北部右沢において空知芦別炭砿（旧武田炭砿）が目下開

　坑準備中の事業地は，本炭層群の上にまたがつている。・

　また南東縁で芦別産業の西坑が採炭坑道を開坑している

　神社沢南岸附近も，ちようど本炭層群の発達が著しい処

　であろう。

　　7番層；本層を含み芦別層上部に挾有される7・8・

9・10番層は平岸断層の西側のみにしか発達Lていな

い。しかも平岸断層は神社沢中流附近で走向が南北にま

がるので，これらの炭層はこれから南に億賦存尼ない。・

　本層は厚さ1m以下の暗灰色泥岩ないし炭質頁岩に

厚さ1㎜未満の石炭を筋状に挾む縞状炭である。処

によつて粗悪炭（灰分10％以上の暗炭を主とする）に漸

移するらしいが，稼行には適さない。

　本層は本域北部の右沢の東側で武田炭砿時代（大正年

間）に若干採炭されたらしいが詳細は不明である。

　8番層：本層は7番層の約15m上位にあるが，中

央部以南では15～18mのレyズ状粗粒砂岩が下盤に直

接して発達するため，7番層との層闘間隔は35m位に

開く。

　本層は1．5mの，炭質頁岩と泥岩の細互層で，厚さ

2mm程度の石炭を筋状ないしレyズ状に錬むものであ

るが，北部ではかつて武田炭砿によつて相当稼行された

らしい。P

　9番層二　本層は8番層の約50m上位にある・平均

2mの山丈を持ち，良質な塊炭（厚さ10cm以下で2

cm程度のものが多い）をレyズ状に挾む縞状炭である

が，処によつて炭丈1m以上になる場合があるので局，

；部的に稼行可能であろう。

　本層は本地域北端から神社沢の西側で岸断層に切断さ

れるまで，走向延長約2kmあるが，排水準下平均斜顕

離50mで平岸断層によつて切られてしまう。

　10番層＝本層は9番層の上位50《》60mの位置にあ

り，芦別層最上位の炭層である。その上盤は塊状の粗粒

砂岩で，下盤は淡灰色の泥岩である。

　本層の厚さは最南端の神社沢西岸附近では60cmで

あるが，北方に次第に厚くなり，大谷沢流域で1m，最

北端で山丈3．5mにまで増大する。上盤際に厚さ50cm

の良質部があり，可採炭丈として約1mは考えられる　’

ので，本層も稼行できると思われ為。

　賦存状況は9番層と同様で，走向延長は1．6kmにわ

たつて連続するが，傾斜方向（斜踵離）には平岸断層まで

約100m（最大120m）しか考えられない。

　5．1．2平岸層の炭層（第5図参照）

　平岸層中には最上部（g）とほ窒中央部（f）に炭層群が認

められる。

　g炭層群＝本炭層群は3’》4層の炭層からなり，これ

らはいずれもレyズ状の炭層で連続性はあまりない。北一

西部に最もよく発達し，厚さ1臓前後のものが3層あ

つて，いずれもかつて稼行された形跡がある。

　炭層は芦別層の炭層に類似し，炭質頁岩を主とし厚さ

2cm以内のレソズ状石炭を挾む細互層である。

　本炭層群はおXむね右沢以西によく発達し，南東に次、
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第3表　石狩田空知地区平岸北部地域産石炭分析表

♪巴層廣

　　No．

1
2
3
4
5

芦

「6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

採 取 地

別

層

①番層1～6　神社沢
　ゲ　1～8大谷沢
　ケ　1～10　ゲ
　シ　1～コ．2　ヶ
　ケ　1、’》1塗　ヶ

②番層2～7
　グ　2～7
　ゲ　2～8
　ゲ　2～12

ヴ下半・
ケ上半
ゲ

ケ

③番層3～3　　ケ
　ケ　3ん3　　ケ
　ケ　3～8　神社沢
　ゲ　3（ノ1（｝　ケ
　ゲ　3＾》1、2大谷沢下半
　ク　3～12　ゲ　上半

16④番層？4～2大谷沢
⑳17　　グ　　　4（ゾ8　　率申社沢，

⑱18　　　ゲ　　　4’）8　　　　　ケ

＠19巳・4’）10　ケ
㊥20　　　ヴ　　　4～9　　　　　ヴ

3・巨4～・8大鰍

1劃

雛1

劉
28

2ゴ⑤番．層？5～弼
ケ

ゲ

ゲ

ゲ

グ

ゲ

ゲ

　　　　ヴ
？5～1　ケ
？5’》1　ケ

5～9　神社沢
5戸》9　　ゲ
5～13　大谷沢
5沖》14　　ケ
5～15　　ゲ

⑱29
⑬30

墜

⑥番層6～7　神社沢下半
　ゲ　6・一7　グ上半
⑨番層9～1大谷沢下半
　グ　9～1　ゲ上半

平

嵐月阜

誕
35
361

II⑩番層10～1神祉沢
　グ　10～2大谷沢下半
　グ　　　10’）2　　　ケ　　上半

⑭3雁炭層群f～0　右1の沢
⑳38　ゲ下層f～0　ケ
㊨39　　　　ケ　」ヒ1曹　f～0　　　　ゲ

40　ゲ下層f～1　ヴ
41　　ヴ上層f～1　　ゲ
42　　グ　　f～5大谷沢

　　43、i

層’441
　　451

　　46、

赤147
、謝霧

　1

9炭層群9＾ノ4　宇申・社沢

　グ　9～7大谷沢
　グ　　9’》6　　ケ
　グ　　9｛’10　グ

1番屠大谷沢
4番層ケ
7番層ケ

　　　（⑱坑内試料）

》1腕樽，鯛轟籍灰・色
・9：細：菰離：翻18：巷手朧1
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6．99
6．51
5．06
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140．70

35．82

33，60

　　モ　　　ヒ　　ド
29・42126・87i37400・19

7．10　21．88
6．17　24．88
6．1021．54135．92

6．03
6．62
5、90
6。42

26．26　33。69
10．51　40．39
37．62130．20
23．49　38．94

51．94
，53．01

47．16
50．63

25。86、37・・1・．・4

撒羅：ll’
46．7467160．20i
35．20526510．2g

35・35540610・29

36．4453780．22

9。37
9．27

11．66

9．91
7．22
8．49

7．14
5．23
4．38
4．65
7．91

11．62・

10．31

37．99
19．05

47．73
47．22
50．30

53．59

53．45
49．56
51．27
5
．G．36

　　l　　l34．0252700．23　50．24
　　　　　42．4816389、0．22　5］一．26
26．281391110．15、46」53

3L・5157・61L2644・44

　　　　　　　145．12　35．606174 0．54
興．28139．23：652・1・．26

42．49　37．3615555 0．93

　　セ
34。61127．29

20．08132．79
　　36．15　25．81
　　［

35。11
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6759
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7413
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7432

　　　鐙
　　　ケ
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77631褐
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83651淡赤褐
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715σ乳白1
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77351灰褐1
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7783 8106t乳白
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7364
7880
7614
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6267

6900
7580
7619
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6935
8054
8221

　グ
　ケ

弱粘
非粘
非（弱）

非粘1

　ケ
　ヴ
　グ
　ケ
（弱）～非

非粘
　ケ
　ケ

弱～（非）

弱粘
非粘
弱粘

非粘
　ゲ
　ケ

7842防褐
7918濃褐（赤）

80⑩赤褐
7978濃褐（赤）・

78221ゲ
66321 ゲ

7100t
80381

7749
7725

6961
8093
8334

ゲ

〃

グ

グ

鮮茶（禍）

　グ
濃褐（赤）

比重，

1．35
1．39・

1．31
1．35
1．35

1．32
1．37
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1．49・

1．31
1．38
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第4表　石狩炭田空知地区平岸北部地域稼行状況一覧表
・爽炭1炭層

刷名
過去の稼行状況

区・酊稼稲綱採’観程度
現在の稼行状況

区． 劇稼磯採掘程度

ケ

芦

別

層

1罐麻嶽 レ巨麟纏、急鵡轟

平

岸

層

16番
星

ケ

ケ

、ヱ三＿巨」・i水平坑起詳細不明

　　　　（平岸断層の西） 豊田
神社平南岸　 炭砿

　　　／　i／

講献塑騰
罰 グ 1ヴ

ケ

列 ／

ヱ擁醗． 上齪

　　　　　　　　　　　ヒ

例　／　1／

．1／『

1／1

轍灘鰍轡灘毒｝該苗ド覇響蔽辮
／

1大正豚平坑這2
！年間逃走麹延長100m瑳水準下20m～i

　泳平坑道3・
ケ　1走向延長200m　P．

1、／1

右沢西岸 鰯水平坑凱開坑探榊

ゲM ，グ

大礎鐸断難綱神蕪酬襲翻悪掘麟
／ 隔沢北西岸威麟線醗m雛lF

1～

／／ ／

4番k福住断層の束〉豊田 大正劉水平坑道1
膚　1笹毬沢壷岸　炭拡～昭18詳細不明

1
lr（繍難羅）・響識豪炭中

列 ／1／1／i ／

／1／1 ／

1右沢東岸 1翻雛難欝中で目礎
∴1腿南劃鍬さ融鞠難雍魯鐙奪鱒，神撒献岸鍵半罐晶採掘中
三麗難購）1 1
講1

吾番

／　レ／
　　『

層

グ

〃

ケ

グ

献撒醐魏
　　　（三井
グ東岸i鉱山鉱
＿＿．．

＿」区内）

笹墾煙剋誠
・東鰐羅

儲浄融断1
神社沢上流i

7

翻左沢購

、？　i多少採掘されたらLい
　1（盗炭）2

／

舗癸窺鍵鍵鶏，、ある1

？ 水平坑道2，盗炭らしい

昭和16、水平坑遣：1，走向延長約200m

以後　1排水準上の採掘のみ

さ融粥灘豫譜牲鷺階，

？　　水平坑道1，盗炭

〃 右沢西岸

際暴

．麟騨ヨ水平坑遡継
購？水平坑道踏炭，
区内）

’
？
獣
纏
繍
瞭 1脚矧

グ

ケ

9炭

麗
f炭

層群

〃

右沢東岸

神社沢北西岸

左沢東岸：

グ

右沢西岸

i三井
鉱山
須貝
鉱業

ケ

？

鞍麟羅勤黍鰐髪約200m？

？

？

㌔？

水平坑齢謝棚1
水平坑道2

グ　（盗炭）

／レ1 ／

神社瀟東岸屡沓半顯濯上醐進中

／

／．

／

神社沢南東岸

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

甚塁陸垂罐庚蔀妻誌雍鰍

／

／

／

／

／

／1

／

／

／

／’

左沢東岸

本域南東岸

鰹欝鶴蓬旧鱗（約10。

芦別水平坑道2・排水準上の採

産鞭噌謂盤断層防
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第に発達が悪くなるようであるが，神社沢でその一部は

．ふた玉びよくなつている。

　f炭層群：　本炭層群も厚さ1m内外の2～4層の炭

層のあつまりで，炭層はg炭顧群にくらべ多少悪く，一

般に黒色ないL暗灰色の泥岩あるいは炭質頁岩中に厚さ

2cm程度のレソズ状石炭を挾むものである。

　本炭層群も古沢以北に発達し4炭層がかぞえられる。

それらのうち1層はかつて採掘された跡があつた。本炭

層群の南東延長部は右沢以南では認められないが，本地

域南東隅の平岸断層東側には本炭層群と考えられるもの

が2層あつて，その一部を芦別産業が目下稼行してい

る。その厚さは上層が80cm，下層が1．2～2．Omで，

ともに縞状炭であるが，やX良好な塊炭（粘結炭）をレソ

ズ状（厚さ2～10cm）に挾んでいる。

　5．1。3高根層の炭層

　高根層中にはa・b・c・d・eの5炭層群があるが，地表

における観察では厚さはほとんど50cm以下でしかも

：レソズ状の炭層で，さしあたり稼行の対象となるものは

r認められない。

　空知川南岸でa炭瀬群中の炭層に厚さ1．6mのもの

があつたが，暗灰色泥岩を主とし石炭の薄層（2mm～2

・cm）を縞状に挾む程度で稼行の対象にはならないものと

、思オっれる。

　また同川南岸のb炭層群の膚準に旧坑があるが，現在

崩壊していて炭層の状態は不明である。

　5。1。4　赤平層の炭層

　赤平層中の上部爽炭帯中には7層の炭層が認められる

がいずれも厚さ30cm内外で第る。前述の高根層以上

の各層中の炭層にくらべるとやX炭質がよいので，処に

よつて（特に空知川北岸に多い）盗炭の跡が認められる

が，稼行炭層として注目すべきものはない。

　5．2炭質
　本地域における芦別層および平岸層の炭層は，次のよ

うな共通性がある。すなわち大部分は鱗片状の炭質頁岩

と暗炭（肉眼観察で光沢のない部分で灰分10％以上と思

われる石炭）とそれに泥岩の3者の種々な組合せによる

細互層で，暗炭には必ず厚さ1mm以下の輝炭を筋状

に伴なつている。輝炭は処によつて厚さ2～11）cm程度

のレyズとなつて挾まれる場合もあり，まれに厚さ50

’一60cmに膨大することもある。

　輝炭は方形の亀裂にとみ，1・2・9・10番層の輝炭部亀

裂面には黄鉄鉱の薄膜がみられる。破砕面は通常貝殻状

　　　　　　（小島光夫）

をなし，ときに眠紋状をなすもの（1番層）がある。

　暗炭は普通縞炭とよばれ，一応稼行の対象と考えられ

ているが，炭質頁岩に属するものが多く，輝炭を挾まな

ければ爽みとして選別されるものである。1番層と9番

層の暗炭部には號珀を含有し，後者中には大豆大のもめ

がある。

　本地域内の芦別・平岸両層の主要炭層および赤平層

（上部爽炭帯）のうちで採掘可能と思われるものの露頭試

料と現在稼行中のものの坑内試料の工業分析結果は第3

表のようである。

　域上の分析結果からみれば，一般に露頭炭は風化の影

響を受け炭質も悪い。芦別層については1番層から10

層まで，特徴的な炭質の変化は見出せない。このうち1

番層から6番層までは弱粘結の傾向があり，灰分も少な

い。燃料比はエ．0～1．2位で日本工業規格の石炭分類に

よるD級に属する。9・10番層は燃料比は1．0以下で灰

分も多く炭質はあまりよくない。

　平岸・赤平層についても各炭層いずれもお瓦むねD級

に属L，弱粘結性のものが多い。

　芦別層中の分析番号（2）（10）（12）（18）（30）（33）のもの

および，平岸層中の（37）（39）のものは比較的良好で，特

に後2者は（45）（46）とともに粘結性‘弱粘結）を示してい

る。

　赤平層中の（48）（49）はともに灰分も少く粘結炭として

良好である。

6．稼行黙況

6．玉　稼行炭暦およぴ稼行朕況（第4表参照）

　6．2開発程度

本域の開発は大正7年から行われ，すでに北部と南東

隅のザ部で武田・豊田両炭砿が一応計画的採炭を実施L

ているがそれ以前の状況は不明である。

　昭和18年に企業整備で上記両炭砿が休山するまでに，

お瓦むね第4表に示すように露頭附近（主として排水準

以上，最盛時で排水準下50m？）Fは大部分が水平坑道，

プ部斜坑によつて採掘されたらしい。各炭砿とも当時の

資料が皆無で，その詳細はほとんどわからない。

　その間昭和16年に，本域中央部の鉱区の大半を所有

する三井鉱山によつて，同社鉱区内の準精査が行われ

た。また本域の炭層は60Q内外の急斜層なので，処によ

って採掘が容易なために狸掘り式の試掘跡が諸所に認め

られる。
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　下つて昭和26年と27年に豊田・武田両炭砿が相次い

で操業を再開し，前者は芦別産業株式会社，後者は空知

芦別炭砿と改称して開発に着手したが，目下のところ往

時の残柱を採炭している程度で，日産数tないし数10t

にすぎない。両炭砿とも技術員に木足し，施設の機械化・

にはほとんどみるべきものがない。現在両炭砿とも鉱区

内の探炭に全力をあげている。

　三井鉱山では福住坑が神社沢で6番層を掘進中で，現

在従業員3名，日産3～4t程度である。終戦後局部的

に稼行じているらしいが，計画的な大規模採炭は行われ

ていない。

　窃．鴛　炭砿各論

　6．3．丑　三井鉱山株式会社

　炭鉱名：　三井鉱山芦別鉱業所福住坑

　鉱区番号：（調査地域内のみ）採登489，490，491

　沿革：昭和16年の春から秋にかけ’て，空知川北岸地

域赤間沢から班漢幌内川流域・黄金坑にわたる間を調査

している。その後本範域に芦別鉱業所の傘下に福住坑を

設け，小規模に稼行しながら現在に及んでいる。

　位置；　芦別町福住神社沢

　交通：　芦別萱車（10塑平岸駅3km（肇歩約30分よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．→
　　　　　　　　トラック75km（30分）

　　　　　　福住

　運搬：’坑外貯炭場3km荷馬車（0・7t積約50分）→

　　　　　平岸駅構内積込場

　稼行状況および出炭：　現在本域の北東隅にあたる神

祉沢上流で6番層を稼行Lている。従業員は職員1名，

採炭夫2～3名で，施設としては神社沢中流に事務所1

棟があるだけである。

　，目下主として掘進採炭だけで，水平坑道が1本約230

m延びている。日産2t内外であるが，来る冬季には

従業員を増員し，5番層をも採掘する予定とのことであ

る。

　軽．3．2　芦別産業株式会社

　炭鉱名1　芦別産業平岸鉱業所本坑・西坑（東坑は亀

田沢にある〉

　鉱区番号：　採登458

　沿革＝　大正7年豊田炭砿株式会社（鉱業権者豊田義

昭）が操業を開始したが，同14～15年までは経営も断続

的状態であつたらLい。

　昭和の初めまで会社直営として経営したが，その後戸

川某が鉱業権を譲りうけ，昭和14年芦別炭砿株式会社

（第6巷　第5号）

として発足，，同18年企業整備で休山するまで相当程度

の設備を施して採炭した模様である（当時の記録がない

ので詳細は不明であるが，住民からの聴聞や石併などか

ら，月産2，000t位出炭推察される）。終戦後昭和26年

に上記芦別産業平岸鉱業所と敢称して再発足したもので

ある。

位置：

交通：

運搬：

芦別町福住（本社は芦別町幸町〉

芦別汽車（1塑平岸1画徒歩狸塑福住

　稼行状況および出炭；

のほか，

行している。本坑では3・4番層の残炭を再採掘してい

るほか同坑附近に局部的に発達する4番下層（炭丈25～

30cm）と平岸層のf炭層群を採炭Lている。4番下層，

は片盤坑道が50m延び，f炭層群は130m水平掘進

され，その一部（排水準上〉が採掘されている。西坑で

．は3・4・5番層のいずれも残炭を採掘中で，目下それぞれ

50m，150m，250mの水平坑道が，神社沢南岸から南1

東に延びている。このほか神社沢上流部で4番層（ある

いは5番層9）の開坑準備中で調査当時福住断層の西側

から堅入坑道を開灘し，坑口から10mで福住断層を縫

つて東側地塊に入り，33mで4番層（？）に着炭した模1

様である。

　坑内外の施設とLては機械設備はほとんどない。採炭

方式は残桂掘ないし柱房法で，運搬坑道にシュートでお

とL，手押しで坑口貯炭場まで運搬する。選炭は炭車か

ら降すときに併塊炭を手選する程度のものである。当時1

各坑とも日産14～15tであつた。

　稼行者の将来の計画および要望：　稼行区域内の石炭

は，ずでにほ黛掘り尽された感がある。今後は主として

平岸断層と福住断層との聞およびそれ以東の未開発地域

の採掘に着手する計画のようであるが，聞くところによ

ると主要爽炭層は過去において処によつて狸掘りされた

らしい。また断層が多いので採掘には少なからず支障が

伴なうであろう。したがつて隣接鉱区（特に北側の採登

490）の粗鉱権の設置を望んでいる。一

　年3．3空知芦別炭殊株式会社

　炭鉱名：　空知芦別炭砿芦別鉱業所

　鉱区番号：　採登501
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　　　　1・ラック7．5km（30分）

　坑内貯炭場荷爲車（30分）0・7t聲平岸駅構内

積込場

　　　　　　　　現在本坑（右一・二・三の沢）

西坑（神社沢南岸〉・東坑（亀田沢）の3カ所で稼
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沿革2　詳細は不明であるが，大正年間武田炭蘇が右

沢流域においてかなりの規模で操業した模様であも。昭

和18年に企業整備のため一時休止したが，昭和27年7

月に，空知芦別炭砿と改称し，目下操業準備中である。

位置：　赤平町百戸および芦別町福住（右沢上流の西

岸事業地）

，交通：　芦別汽車（10璽平岸 6・5km（墾歩約1時園

玉堕ぬ事業地　　　　トラック12km（約1時問）

　　→
　稼行状態＝　目下主として右沢西岸区域を採炭中であ

る。現在山元には事務所が1棟あるだけで，従業員はト

ラックで芦別町から往復している。

　調査当時すでに宿舎・捲揚機庫等の基礎工事が終了し

』4・5・6番層に対して開坑準備中である。

　6．3．4須貝鉱業株式会社

　炭鉱名：　須貝鉱業

　鉱業権者こ　大和鉱業株式会社

　鉱区番号：　採登500

沿革：・不詳

位置：　赤平町百戸（事業地・左沢上流東岸）

平岸65km（徒歩約1時間1G勉事業地

坑口貯炭場6・5km荷馬車（稗2時間）0・7t聲

後者には数層の稼行炭層が挾有されている。

従来本地域の主要爽炭層（武田・豊田両炭砿の稼行層

を含む）は幾春別來炭層か，もしくは芦別爽炭層に属す

るものと考えられ，本地域を通る大ぎな構造線があって

そのために赤平層と芦別層との間の地層が欠損された

か，あるいは赤平層から上の地層が非常に薄くなつてい

交通：

運搬：

平岸構内積込場

稼行状況および出炭：　平岸層の5炭層群中の一部を

掘進している。従業員は2～3名で機械設備なく，日産

1～2tにすぎない。

7．結　　論

1）　調査地域には古第三系の石狩層群上半部が発達す

るほか，幌内層がその最上部に僅かに露出する。また本

地域の北東縁には新第三系の滝川層が分布している。

　本地域の石狩層群は下位から赤平層・高根層・平岸層・

芦別層に分けられ，これらの各層には厚薄の差はあるが

いずれも炭層が挾有されている。

　2〉本地域は空知大背斜構造の東翼にあたり，一般走

向は北微西で，大体において東に平均70。に傾斜する単

斜構造を形成している。

　断層のおもなものは大谷・平岸・亀田・福住の4断層

である。大谷断層は地域の西縁に沿つて南北に走り，赤

平層の下半部を切る。後の3者は地域の東部において南

北ないし北西一南東に走り，芦別層の主要卒産部である

下半部が順次東方に繰り返されている。

　3）’乖要來炭層は芦別層と平岸層で，前者に10数層，

るものと考えられていたo

　しかるに今回の調査結果では，本地域で従来赤平層と

いわれていたものの最上部は高根層に含まれる。また平

岸層は岩相上からは芦別層の最下部の一部とも考えられ

るが，一応芦別層の主要炭層群の下位から高根層までの

約200mの地層を，従来の上部蜆介層に対比した。

　4〉稼行炭層はいずれも山丈1m以上で，局部的に

は6～7mに達するものがある。

　一般に炭質良好な処は厚さ2cm位のレンズ状の輝炭

．部と暗炭部の互層をした縞状炭で炭質と膨縮の変化はぎ　．

わめてはげしく，本地域に．おける炭層の特徴ともいえ

る。しかしながら芦別層のものは比較的連続性にとみ，

1番層から10番層まであるが，そのうち7番層と8番

層を除いて稼行可能である。平岸層中の炭層にはレソズ

状のものが多く，稼行炭層は2～6層である。

　芦別層の石炭は大部分非粘結で一部弱粘結する。平岸

層のf層群の一部も粘結性を示し良質炭である。

　一般に本地域産の石炭は亜歴青炭（大部分D級，一部

E級）に属する。

　5）排水準下600m　までの理論可採埋蔵炭量は約

1，480万tで，そのうち芦別層に属するものが約1，250

万t，平岸層が約230万tである。

　6）本地械の開発には，根室本線と連絡するために少

なくともトラヅクが運行でぎる橋梁を現在の吊橋附近か

あるいは平岸駅の真北あたりに架設する必要がある。1ま

た確定炭量区域が主として右沢流域の大谷沢東部一帯を

占めているので，大谷沢の沢口耐近も有力な候補地であ

ろう。

　7）要するに本地域は地質構造が比較的簡単で，炭層

はその層間間隔も小さく，かなり集約されている。鉄道

線に近接していることもぎわめて有利な条件なので，こ

の炭質で販路が確保されれば小規模企業による採炭事業

地域として有望と思われる。

　　　　　　　　　　（昭和27年8～9月調査）

49一（289）

　　　　　　　参考丈献

松井寛・一杉武治・逆瀬川清丸：　空知炭田赤平地区

Ii

i
ヨ
…
1、1

11
1

ラ

ヨ

1
↓



／

地質調査所月報

　　　　　　赤間沢大谷沢調査速報，地質調査所月報

　　　　　　Vol．．1，：No．1，1950

清水勇・長浜春夫：　空知炭田砂川一ノ沢地区調査速

　　　　　　報，地質調査所月報，Vo夏．1，No．4，

　　　　　　1950
松井寛・長浜春夫：空知炭田常盤地区調査，未発表，．

　　　　　　1951調査
田代修一：　石狩炭田の地質構造に関する一考察，石

　　　　　　炭地質研究Ser．1，現52

（第6巻第5号）

　高尾彰平：一石狩炭田における幌内層の層序と地質構

　　　　　　’造に関する研究，石炭地質研究，Ser．2，

　　　　　　　1952
　三田正一・小島光夫：　石狩炭田空知地区東芦別区中

　　　　　　　ノ沢流域調査速報，地質調査所月報，

　　　　　　　Vol．2，No」8，1951
　沢田秀穂・小島光夫：　石狩炭田空知地区東部芦別区

　　　　　　　ソカナン地域地質調査第一次報告，地質

　　　　　　　調査所月報，Vo1．3，：No．2，1952

／

、一一

♂

50一（290）




